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quantum、ミラノデザインウィーク 2023 に出展 
異なる明かりの特徴をもつ５つの照明プロダクト「5 Lights」を展⽰ 

 
⽣活の中にある⾏為に、少しの⼯夫と個性を与える明かりのデザインを提案。 

 
株式会社 quantum(本社：東京都港区、代表取締役社⻑兼共同 CEO：及部智仁、以下「quantum」、 
読み⽅：クオンタム)は、2023 年 4 ⽉ 18 ⽇（⽕）〜23 ⽇（⽇）にイタリア・ミラノで開催される 
世界最⼤規模のデザインイベント「ミラノデザインウィーク 2023」に出展いたします。 

 
「5 Lights（ファイブライツ）」というテーマのもと、当社のデザインチームによる、異なる明かりの 
特徴をもつ５つの照明プロダクトの展⽰を⾏います。 
 

 
 
quantum は、発想から実装まで、事業開発の全てを活動領域とし、新しいプロダクトやサービスを 
連続的に創り出すスタートアップ・スタジオとして、社会やテクノロジー、⽣活の変化に伴う新しい 
プロダクトの企画、プロトタイピング、制作、事業化への取り組みを継続的に実施しており、今回の 
「5 Lights」においても、働く、寛ぐ、運ぶ、飾る、繋ぐといった⽣活の中にある何気なくやり 
過ごしてしまっている⾏為に、少しの⼯夫と個性を与える明かりのデザインの在り⽅を提案しています。 

 
■展⽰概要 
テーマ：「5 Lights」 
会期：2023 年 4 ⽉ 18 ⽇（⽕）〜23 ⽇（⽇）各⽇ 11:00〜21:00、最終⽇のみ 18 時まで（現地時間） 
会場：イタリア・ミラノ市内 Superstudio（http://www.superdesignshow.com/en/maps/superde-
sign-show-map/） 
 



 

■「５ Lights」について 

 
＜コンセプト＞ 
 
例えば、 
⽔を飲むためにコップがある。 
ワインを飲むためにグラスがある。 
コーヒーを飲むためにマグがある。 
 
それぞれにただ液体を⼊れるものというだけではない、 
飲むという⾏為に即した、器としてのしっくりくる在り⽅がある。 
 
私たちはただ空間を照らすものというだけではない、 
明かりの存在をデザインしてみたいと思いました。 
 
働くための明かり。 
寛ぐための明かり。 
運ぶための明かり。 
飾るための明かり。 
繋ぐための明かり。 
 
5つの照明は、何気なくやり過ごしてしまっている⾏為に、 
少しの⼯夫と個性を与えるものたちです。 
 
効率的であるだけではなく、使うことそれ⾃体に喜びを感じるもの。 
そのようなデザインが暮らしの質を⾼めるのだと思います。 
 



 

＜５つの照明について＞ 
 
Flag 
 
Flag は、充電式のデスクランプ。 
シェードの中にネオジウム磁⽯が⼊っており、スチール素材の本体に磁⼒で 
張り付く。シェードは、⾼さ変更や上下左右３６０°の回転が可能。本体を 
ベースから着脱し、引っ掛ける、吊るすなど様々な使い⽅に対応できる。 
本体は、磁⽯でスタンドと固定し充電され、最⼤18時間点灯可能。 
スタンドを変えることで、フロアランプとしても使⽤できる。 
リモートワークが社会に浸透し、住空間は寛ぎだけではないマルチタスクな
場所に変化してきていることを受け、リラックスした空間作りから、集中し
て作業に臨む際まで、様々な使い⽅に対応した。 
 
 

 

 
Cut 
 
Cutは、モジュラー式のアンビエント照明。 
紙のように薄い無機ELを『切り絵』のように繊細に切り取った。 
レーザーカットで光源を切り取るというシンプルな⼯程で作られるため、 
さまざまな形に加⼯することが可能。掛ける、垂らす、吊るす、など、 
布や紙のような扱い⽅ができる不思議な存在の照明。 
各モジュールは、フレーム内の磁⽯によって接続可能。 
ひっかけ⽳にワイヤーを掛けることで天井から吊るす事ができる。 
 
 
 
 



 

Paper Plane 
 
Paper Planeは、⾵を受けてシェードがくるくると回転するモビールのような
フロアライト。 
鏡⾯仕上げのフレーム軸は360°回転できるため、空間に合わせて 
プロポーションを調節可能。 
フレームを⽀える⾜元の錘は、マット仕上げのステンレス。 
繊細なコントラストは空間をより上品に引き⽴てる。 
ノックダウン式のコンパクトな設計は、物流コストの削減につながる。 
素材の分離性に配慮し、接着剤の使⽤を減らすことでパーツごとにリサイク
ルをしやすい設計になっている。 
 
 

 
 
Route 
 
Routeは、壁掛け式のウォールランプ。 
壁に刺したピンやビスに引っ掛ける事で、掛け時計のように⼯事要らずで 
取り付けることができる。 
巻き取り式のタイプCケーブルが本体に内蔵されており、125cmまで引き出し
て使⽤可能な上、１つの電源から他の個体に連結し複数の明かりをとること
もできる。 
壁に取り付けた状態で本体を回転させることにより、連結時の⾓度を調整で
きるため、⽤途に合わせたフレキシブルなレイアウトが可能。 
 
 
 

 



 

 
Sun 
 
Sunは、⼩型のソーラーパネルで稼働するポータブル照明。 
シャープな持ち⼿は運びやすく、⼿に伝わる程よい重さが安⼼感を与える。 
⽇の光を受けることでバッテリーが充電され、⼀定の暗さをセンサーが 
感知するとスイッチが⼊り、蝋燭のように辺りを柔らかい光で照らす。 
ケーブル充電も可能なため、曇りや⾬の⽇にも使⽤可能。 
ガラスシェードは、役⽬を終えたブラウン管を再利⽤して制作した。 
 
 
 
 
 

＜ウェブサイト＞ 
今回のミラノデザインウィークでの展⽰に合わせ、「5 Lights」の世界観を知っていただく特設ウェブ
サイトを制作しました。「5 Lights」全体のコンセプトや、各照明の特性を感じていただける仕掛けも
⽤意しています。ぜひ、ご覧ください。 
 
URL：https://5lights.quantum.ne.jp 
 
＜５Lights プロジェクトメンバー＞ 
Creative Direction 
⾨⽥ 慎太郎 
Industrial design 
北 海⼈、産⽥ 拓郎、藍 ⼤銓 
Graphic design 
⼩関 友未 
UI/UX design 
塚⽥ あずさ 

web development 
⽵腰 美夏  

hardware prototyping 
真島 ⼤樹 

                                    ▲展⽰ブースイメージ 
 
 



 

●quantum について ( https://www.quantum.ne.jp ) 
 

 
 
quantum はクリエイティビティを軸とした事業開発によって、新しいプロダクトやサービスを創り出す
スタートアップ・スタジオです。2016年の創業以来、ベンチャービルダーとして⾃社事業を⽴ち上げ
るとともに、70 社を超える企業やスタートアップ、⼤学と事業開発に取組み、共同創業により多様な新
規事業を⽣み出してきました。 
 
同時に、quantum は世界最⼤のアクセラレーターコミュニティである GAN（Global Accelerator Net-
work）が運営する Global Startup Studio Network（GSSN）にアジアで最初にスタートアップ・スタジ
オとして認定されています。世界各国のスタートアップ・スタジオとベストプラクティスを共有するこ
とで、これからも quantum は起業家精神を⼤切にするカルチャーの中、クリエイティビティと実装⼒
を駆使して、カーブアウトやジョイント・ベンチャーなどあらゆる形でスタートアップの創出に挑戦し
ていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 <本プレスリリースに関する問合せ先> 
quantum 広報:⽊村俊介・尾形亜季 電話:03-6441-7203   FAX:03-6441-7204   e-mail:info@quantum.ne.jp 


